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本日も 11 時から 2 時までお店を出していますの
で、ぜひ足をお運びください。
それでは報告を始めます。私達は多くの方々に支















































































りました。お祭りの翌日がちょうど 3 月 11 日と
いうこともあり、私たちが企画した追悼式という
意味を込めたキャンドルナイトにも地域の方々に
足を運んでいただきました。今後も清瀬市の皆さ
んと「震災を忘れない」という同じコンセプトで
つながっていけたらと思っています。
　このように私たちは多くの場所、多くの人々と
つながり、現在も活動を続けています。このイメー
ジは傘であり、この傘のつながりをもって、今後
も前向きに活動していきたいと思っています。
　私達は、被災地の子どもたちに遊ぶ機会や笑顔
を届けたい。東北に元気を届けたい。そんな想い
から活動は始まりました。何かしたいという希望
と受け入れてもらえるかという不安の中で、私た
ちが活動できるところを探しました。宮城県内
の被災した地域にあるボランティアセンター計 6
カ所に電話をかけ、その結果、気仙沼市・東松島
市で受け入れていただきました。
　被災地に行って思ったことは、震災で多くの命
が犠牲になったことを忘れないこと、被災地の今
をたくさんの人に伝えていくことが、東北の被災
地の復興のために私たちができること、というこ
とです。私たちは、できることをできる限り継続
していきたいと思います。学生はこの活動を行う
うえで、アルバイトや学校活動、サークル活動な
ど多くのことを並行しながらやっていかなければ
なりません。「この活動が現地で求められている
のだろうか？」「この活動を続けていけるんだろ
うか？」と悩み、心が折れてしまいそうになる人
もいました。私たちは 2011 年から活動していま
すが、被災地の現状を知って、被災地支援は本当
にこれでいいのかという葛藤が絶えず学生の中に
ありました。しかし今、一年生の新しいメンバー
－ 17 －
も加わり、みんなでやっていこう、続けていこう
という気持ちを持って頑張っています。皆さん、
ぜひ応援をお願いします。一緒に頑張っていきま
しょう。
古屋　災害ボランティアセンター・ボランティア
グループ cocoa の皆さんでした。もう一度盛大な
拍手をお願いします。今の報告で紹介していただ
いたとおり、cocoa の皆さんは継続的な活動をし
ておられます。ぜひ、皆さんのご支援をお願いし
ます。
